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研究成果の概要（和文）： 

パソコン上で最新の音声情報技術の一つである Goodness of pronunciation (GOP)を使って
英語学習者のシャドーイングを自動評価できるシステムを開発した。英語熟達度の異なる学習
者が初見でシャドーイングした音声データについて，自動評価得点とベテラン英語教員による
手動採点の相関係数は 0.85 となり、本システムの有効性が明らかになった。さらに，自動評価
得点と TOEIC 得点の相関も 0.82 となり、シャドーイングと TOEIC の得点を回帰分析するこ
とによって、シャドーイングの出来具合から学習者の総合的英語力を TOEIC 得点として予測
できることもわかった。 

 
 

研究成果の概要（英文）： 

Although shadowing is considered to be effective in improving EFL learners’ listening 
and speaking skills, it is both difficult and time consuming to assess shadowing 
performance.  To solve this problem, an automatic assessing system has been newly 
developed using the latest speech information technology: GOP (Goodness of Pronunciation).  
The computer automatically compares the learner’s shadowed speech with an acoustic model 
based on the original text on a phoneme basis and computes numerical scores which indicate 
how close the learner’s shadowed speech is to the original.  To confirm the validity 
of this automatic assessment, an experiment was conducted.  Japanese EFL learners with 
proficiency levels ranging from 200s to 900s measured by TOEIC scores were requested to 
record their shadowing into the computer while listening to passages, which had been never 
presented before, read by a native speaker of English at a speed of approximately 140 
words per minute. Then the scores obtained by the automatic system were compared to those 
rated manually by veteran EFL instructors.  A high correlation (r=0.85) was observed 
between the two; thus this system is significantly valid and also saves much time and 
energy in assessing shadowing performance.  Since the automatic scores of the learners 
were also highly correlated with their TOEIC scores (r=0.82), the shadowing performance 
can predict their overall proficiency scores.  Based on the regression model, this system 
can predict and present TOEIC score levels.  Therefore this automatic assessing system 
enables EFL learners to understand objectively how well they have conducted shadowing 
and also grasp their own proficiency levels. 
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１．研究開始当初の背景 

シャドーイングは，外国語の発音やリズム
やイントネーションを習得でき，言語処理の
高速化・自動化が促進され，聞く・話す技能
も伸ばせる効果的な練習法として注目され
ている。このため，シャドーイングは，近年
外国語教育の現場で注目され，中学・高校か
ら大学の授業まで広く実践されるようにな
っている。 

一方，シャドーイングを，妥当性・信頼性・
実行可能性をともなって評価するのは容易
ではない。教員が全体的印象で評価する方法
は，客観性に問題が残る。客観的な評価法と
して，シャドーイングに使用した原文中の何
割の音節や単語を再生できたかを計算する
再生率法が提唱されてきた（門田 2007, 山
内・峯松・羅・川村 2009）。 

本研究プロジェクトでは，シャドーイング
を，音響モデルに基づいた GOP(Goodness of 

Pronunciation)という客観的な指標を使って，
自動的に分析・評価するシステムを開発し，
自動評価得点は，ベテラン英語教師による手
動評価得点と高い相関をもつことが確認さ
れた。ただし，これらの客観的な評価方法に
も課題がある。音節や単語の再生率に基づく
方法は，韻律面を直接測定していない。GOP 

による自動評価法も，音素単位の音響モデル
との類似度に基づく評価であり，韻律面は直
接測定していない。そこで，再生率に基づく
評価や音響モデルによる自動評価が，韻律面
をどのくらい反映できるかについて明らか
にするための実験を実施した。TOEIC 得点
に基づく異なる総合的熟達度の学習者に，英
語特有のリズムやイントネーションを要求
する強調構文や付加疑問文が含まれる英語
パッセージをシャドーイング録音してもら
った。この録音音声について，ベテラン英語
教員による単語の再生率に基づく得点，と韻
律に基づく得点，GOP に基づいた自動評価
得点を算出した。この３得点を分析した結果，
再生率と韻律評価との相関係数は 0.578 に
とどまったのに対し，GOP による自動評価
法は，韻律評価と 0.772 という高い相関係数
を示した。この結果から，GOP に基づく自
動評価は，韻律面もある程度カバーできてお
り，韻律面まで含めた評価指標としての妥当
性が確認された（山内・峯松・羅・川村 2010） 

シャドーイングの出来を評価する方法と
して，ネイティブ・スピーカーやベテラン教
員が全体的印象で評価する方法は，客観性に
問題がある。提示文に含まれる単語の何割を
正確に再生できたかに基づいて計算する方
法は，客観性はあるが作業に多大な時間とエ
ネルギーを要するという問題がある。 

 

２．研究の目的 

(1) 英語教育と音声情報処理技術の専門家が
共同で，パソコン上で音声情報処理技術
（GOP: Goodness of Pronunciation）を駆使
して自動的に測定・評価するシステムを開発
する。自動評価結果をベテラン英語教員の手
動評価結果と比較することで，自動評価シス
テムの妥当性と信頼性を検証した。 

(2) 自動評価に強い影響を与えている要因は
何かを，６つの評価観点を設定して調査した。 

 

３．研究の方法 

(1) 英語熟達度の異なる日本人英語学習者
（TOEIC 得点で 200 点台から 900 点台）が，
発話速度 140wpm で提示された 331 語のまと
まりのある英文を初見でシャドーイングし
た音声データを，コンピュータとベテラン日
本人英語教員が評価を行った。両者の得点を
比較し，自動評価点の有効性を検証した。 
(2) 音響モデルを基にしたGOP （Goodness of 
Pronunciation）による自動評価に強い影響
を与えている要因を調べるため，以下の 6つ
の観点を設定した。 
①5 段階による全体的印象評価  
②英文パッセージに含まれる総単語数に対
して，シャドーイングで正しく再生された単
語は何語あったかを数える全単語再生率に
基づく評価  
③英文パッセージ全体に対する 5段階の発音
評価  
④英文パッセージの中でポイントになる単
語や語句をいくつか事前に選定し，それらが
できているかどうかに基づく発音評価  
⑤英文パッセージ全体に対するリズム・イン
トネーションの 5段階評価  
⑥英文パッセージの中でポイントになる単
語や語句のリズム・イントネーション評価。 

以上の６つの観点を設定したあと，英語熟
達度の異なる日本人英語学習者 36 名（TOEIC 



得点で 200 点台から 900 点台）が同一の英文
パッセージをシャドーイングした音声を自
動評価し，続いて，同じ音声データを英語教
育のベテラン教員が， 6 つの観点ごとに採点
した。教員による手動評価得点を観点ごとに
平均し，GOP を基にした自動評価に対する各
観点との Pearson の相関係数を算出した。 
 
４．研究成果 
(1) 日本人英語学習者のシャドーイングに
ついて、GOP による自動採点と手動採点の相
関係数は 0.85 となり、コンピュータによる
自動採点がシャドーイングの測定・評価シス
テムとして有効であることが明らかになっ
た。また、自動採点による得点と TOEIC によ
る総合的英語熟達力の相関も 0.82 となり、
自動評価システムが外的妥当性も十分備え
ていることがわかった。さらに、シャドーイ
ングと TOEIC の得点を回帰分析することによ
り、シャドーイングの出来具合から学習者の
総合的英語力を TOEIC 得点として予測・算出
することができる。そこで、このシャドーイ
ング自動評価システムに、TOEIC 得点自動予
測機能も搭載することもできた。   
(2) 観点ごとの手動評価得点と GOP を基に
した自動評価の Pearson の相関係数につい
ては，全体的印象とは 0.843，全単語再生率
とは 0.733，ポイントになる単語の発音とは
0.750，全体的発音とは 0.781，ポイントにな
る語句のリズム・イントネーションとは
0.435，全体的リズム・イントネーションと
は 0.391，TOEIC スコアに基づく総合的熟達
度とは 0.895 という結果が得られた（p<0.01）。
以上の結果から，自動評価との相関が高く，
自動評価に与える影響が強いと考えられる
要因は，全体的印象評価, 発音評価，全単語
再生率，総合的熟達度であり，韻律面は比較
的弱く，今後は韻律面をより精巧に評価する
機能を本システムに搭載していくことが重
要であることが明らかになった。 
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